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Ⅰ新技術の解説

１ 要旨

 従来の絹と繊度、嵩高性の繊維形質や風合いを異にするネットロウシルク（網状生糸）の欠点である毛
羽立ちピリングの発生を抑制し、絹の新たな利用法を開発するため、超太繊度で加撚による糸の凝集性
を高めた加撚ネットロウシルクを製造し、その生糸を用いて手機による織物の製品、壁掛けおよびコース
ターの試作を行った。本試作品は市場性のある絹製品であるとの評価を受けた。

(1)

煮繭は千葉式油圧開閉煮繭機を用い、繰糸は新増沢工業製スパンロウシルク繰糸機により、
糸条の構成はネット（網状）のみによらず、毛羽立ちピリングの発生を抑制し繊維分子あるい
は糸条の凝集力を高めるため、図１に示すように同時に長繊維繭糸（天蚕繭糸も可能）を巻付
ける混繰形式とする。さらに、糸条の凝集力を強めるとともにシャリ感の向上が期待できる図２
のようなカバーリング装置を改造した加撚しながら巻返す工程を設定する。加撚数は100回/ｍ
（表１）、目的繊度は1,000d（表２）とするのが適当である。

(2)

機織り製品化は、無精練原糸による手機織りとする。これを、福島県川俣町（かわまたおりも
の会館）に依頼し、壁掛け、コースターを試作した。壁掛けは無精練、コースターは後練り草木
染め（藍、梅の木、マリーゴールド、茜）を施し、特に太繊度原糸とテープ状の絹布が混織され
た無精練・無染色の壁掛け（写真１）では、ピリングのない独特のシャリ感を醸し出す織物とな
る。また、コースターは、ことの外、絹らしさを維持し、その草木染めに相まって品位の高い絹
織物に仕上げられる。

２ 期待される効果

(1) 新たな絹の利用法として、また製品としての市場性の獲得が期待される。

(2) 壁掛けの機織製法は、クールビズ対応のスーツ地等に適応できる可能性がある。

(3) 繭生産、生糸製造及び機織業の一貫した流れが構築され、地域産業の活性化へつなが る。

３ 適用範囲

 養蚕農家、シルク製造者、機業場

４ 普及上の留意点

 加撚ネットロウシルクの製造には、ネットロウシルク繰糸機の他に撚糸機が必要である。
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